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7 今月の主な内容
● 第31回中川どんちゃん祭りが８月23日(土)に開催！　P２・３
● ８月以降の国民健康保険の保険証の取扱い　P４
● インターネットの危険から子どもを守ろう！　P５
● 中川村新たな学校づくりプロジェクト  その４　P６

６月13 日 (金)  　東小学校音楽会  ５年生「アフリカン シンフォニー」
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今
年
も
ど
ん
ち
ゃ
ん
祭
り
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

息
を
合
わ
せ
て
踊
る
「
キ
ッ
ズ
ダ
ン

ス
」
や
「
ア
フ
リ
カ
ン
ド
ラ
ム
」、「
陣

馬
太
鼓
」
の
演
奏
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。
大
迫
力
の
パ
フ
ォ
ー
マ

今
年
も
イ
ベ
ン
ト

盛
り
だ
く
さ
ん
！どんちゃん祭り

お笑いライブ・アイドルライブ
ン
ス
で
夜
に
向
け
て
盛
り
上
が
り
ま

し
ょ
う
！

　

ま
た
、今
年
は「
お
笑
い
ラ
イ
ブ
」

と
「
ア
イ
ド
ル
ラ
イ
ブ
」
も
実
施
し

ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
毎
年
恒
例
の
「
ビ
ン

ゴ
大
会
」
や
「
わ
く
わ
く
消
防
ラ
ン

ド
」
な
ど
の
ブ
ー
ス
も
多
数
出
展
！

　

参
加
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

コ
ー
ナ
ー
も
多
数
用
意
し
て
い
ま

す
。

キッズダンス

７限目のフルール

恒例のビンゴ大会

ゴー☆ジャス

　
村
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
中
川
ど
ん
ち
ゃ
ん
祭
り
」
も
今
年
で
第
31
回
を
迎

え
ま
す
。
ご
家
族
や
お
友
達
な
ど
お
誘
い
あ
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

第 31 回第 31 回

８月 23 日（土 ）８月 23 日（土 ）
15：30　開場!!
中川村牧ヶ原文化公園
15：30　開場!!
中川村牧ヶ原文化公園

１５：３０～　開場・楽市（テント市）販売開始

１６：００～　お笑いライブ「ゴー☆ジャス」

１６：３０～　アイドルライブ「７限目のフルール」

１７：１０～　オープニング（開祭宣言）

１７：２５～　ビンゴ大会

１８：１０～　キッズダンス

１８：３０～　アフリカン太鼓

１８：５０～　陣馬太鼓

１９：２０～　大会長挨拶

１９：２５～　消防団ラッパ班演奏

１９：３０～　煙火打上

２１：００～　エンディング（閉祭宣言）



N

会場のご案内 会場周辺および道路上への駐停車は、ほかの交通の妨げとなり、
また、交通事故の原因となりますので、固くお断りいたします。

会場付近の渋滞緩和のため、歴史民俗資料館前に
車両乗降スペースを設けます。
乗降時は、係員の誘導により移動をお願いします。

※会場図は、一部変更の可能性があります。
　予め、ご了承ください。

※ご来場の際には熱中症対策をお願いします。

至北組

至三共

至渡場

至松川町

至飯島町

至中央

至七久保駅

JA
●

竜
東
線

国
道

●中学校

花火観覧席
（自由席）

●みやした

サンアリーナ
（屋内運動場）

エコステーション

社会体育館

本部

村民グラウンド

天
竜
川

路
上
駐
車
禁
止

中川
文化センター

車両乗降
スペース

歴
史
民
俗

資
料
館

役場
●

東小学校
駐車場西小学校

駐車場

中学校駐車場

大草バス停

片桐
区民会館

無料シャトルバス
乗降場

花火打上

テント市

特設ステージ

子ども向けブース

キッチンカー
どんちゃん食堂

中学校入口

西小学校前 中学校前

下平
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会
場
内
の
楽
市
（
テ
ン
ト
市
）
で

は
五
平
餅
や
焼
き
そ
ば
、
生
ビ
ー
ル

や
か
き
氷
な
ど
、
出
店
も
盛
り
だ
く

さ
ん
で
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

中
川
ど
ん
ち
ゃ
ん
祭
り
は
、
ス

タ
ー
マ
イ
ン
を
中
心
に
約
１
，５
０

０
発
の
花
火
が
上
が
り
ま
す
。

　

ど
ん
ち
ゃ
ん
祭
り
の
一
般
駐
車
場

と
し
て
、
中
学
校
、
東
小
学
校
、
西

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
役
場
の
駐

車
場
を
開
放
し
ま
す
。

　

例
年
来
場
者
が
多
く
、
会
場
最
寄

り
の
中
川
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車

場
は
午
後
６
時
頃
を
過
ぎ
る
と
満
車

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

東
小
学
校
お
よ
び
西
小
学
校
の
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
駐
車
場

・
役
場
周
辺

・
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
西
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
会
場
隣
）

　

会
場
お
よ
び
会
場
周
辺
で
の
ド

ロ
ー
ン
な
ど
の
飛
行
は
、
来
場
者
へ

の
安
全
確
保
の
た
め
、
禁
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

中
川
村
の
お
い
し
い
も
の
が
た
く

さ
ん
並
ぶ
楽
市
。
今
年
も
「
環
境
に

や
さ
し
い
ど
ん
ち
ゃ
ん
祭
り
」
と
し

て
、
ト
レ
ー
は
紙
の
も
の
を
使
用
し

ま
す
。
食
べ
終
わ
っ
た
ら
必
ず
会
場

内
に
あ
る
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
自
分
で

持
ち
込
ん
だ
ご
み
は
自
分
で
持
ち
帰

る
こ
と
」
を
基
本
に
、
ご
み
の
持
ち

帰
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
北
側
駐
車
場
の
ト

イ
レ
の
ほ
か
、
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
ト
イ

レ
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。　

ど

ち
ら
も
多
目
的
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
会
場
を
結
ぶ
無
料
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
会
場
へ
お

越
し
の
際
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
乗
降
場

・
中
川
村
役
場
前
（
大
草
バ
ス
停
）

・
片
桐
区
民
会
館

・
中
川
村
牧
ヶ
原
文
化
公
園

　

午
後
５
時
か
ら
10
時
ま
で
往
復

※
会
場
周
辺
道
路
で
の
駐
停
車
や
乗

降
車
は
大
変
危
険
で
す
。
決
ま
っ

た
場
所
以
外
で
の
乗
降
車
は
お
控

え
く
だ
さ
い
。

※
会
場
付
近
の
渋
滞
緩
和
の
た
め
、

歴
史
民
俗
資
料
館
前
に
障
が
い

者
・
高
齢
者
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど

の
送
迎
で
利
用
で
き
る
車
両
乗
降

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

賑わう楽市(テント市)大迫力の煙火打上

楽
市
（
テ
ン
ト
市
）

駐
車
場
の
ご
案
内

会
場
内
で
の
ド
ロ
ー
ン
撮
影
は

�

禁
止
で
す

ご
み
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

会
場
内
の
ト
イ
レ

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

間
近
で
上
が
る

大
迫
力
の
煙
火
打
ち
上
げ
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ご
自
身
の
健
康
保
険
の
資
格
情
報

を
確
認
で
き
る
「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
を
郵
送
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
保

険
証
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
読
み
取

れ
な
い
場
合
な
ど
に
マ
イ
ナ
保
険
証

と
一
緒
に
提
示
す
る
と
、
保
険
証
と

し
て
使
用
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
は
し
て
い
る

け
れ
ど
、
一
人
で
の
受
診
な
ど
が
難

し
い
要
介
護
者
や
障
が
い
の
あ
る
方

な
ど
は
、
申
請
に
よ
り
資
格
確
認
書

の
発
行
も
可
能
で
す
。

　

社
会
保
険
を
抜
け
た
場
合
、
国
民

健
康
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
を
行
わ

な
い
と
、
資
格
確
認
書
や
マ
イ
ナ
保

険
証
の
国
民
健
康
保
険
へ
の
切
り
替

え
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
社
会
保

険
に
加
入
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保

険
を
抜
け
る
手
続
き
を
し
な
い
と
、

国
民
健
康
保
険
税
が
請
求
さ
れ
続
け

ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
て

い
る
方
も
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入

や
喪
失
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

本
人
が
手
続
き
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
同
一
世
帯
の
方
で
あ
れ

ば
代
理
で
届
出
が
で
き
ま
す
の
で
、

必
ず
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
の
解

除
を
希
望
す
る
場
合
は
、
保
健
福

祉
課
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
世
帯

主
宛
て
に
新
し
い
資
格
確
認
書
（
藤

色
）
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の

方
に
は
資
格
確
認
書
は
発
行
さ
れ
ま

せ
ん
。

●
マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
を

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証

と
し
て
利
用
す
る
に
は
登
録
が
必
要

で
す
。
医
療
機
関
や
薬
局
、
役
場
な

ど
で
登
録
で
き
ま
す
。

●
限
度
額
適
用
区
分

　

８
月
か
ら
令
和
６
年
中
の
所
得
を

基
に
し
た
区
分
に
変
更
に
な
り
ま

す
。
所
得
の
状
況
に
よ
っ
て
、
医
療

費
の
限
度
額
や
自
己
負
担
割
合
（
70

歳
以
上
の
方
）
が
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

お
持
ち
の
方
は
自
動
で
更
新
さ
れ
ま

す
。

●
限
度
額
適
用
認
定
証

　

入
院
や
手
術
な
ど
に
よ
り
医
療
費

が
高
額
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
場
合
、
事
前
に
限
度
額
適
用
認
定

証
の
交
付
を
受
け
、
医
療
機
関
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
そ
の
医
療
機
関
で

の
支
払
い
を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
７
年
８
月
以
降
の
認
定
証
が

必
要
な
方
は
保
健
福
祉
課
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

８
月
か
ら
使
用
で
き
る
「
資
格
確

認
書
（
青
色
）」
を
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
被

保
険
者
全
員
に
、
７
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、「
均
等
割
」
と
「
所

得
割
」
の
合
計
に
な
り
ま
す
。
本
年

度
、
所
得
に
応
じ
て
軽
減
さ
れ
る
方

の
基
準
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

既
に
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
に

は
、
保
険
料
の
決
定
通
知
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
本
年
度
の
保
険
料
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

�

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

�

℡
88

－
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０
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９

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

８
月
以
降
の

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
の
取
扱
い

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

資
格
確
認
書
を
送
付
し
ま
す

必
ず
届
出
を

資
格
確
認
書
を
全
員
に
郵
送

保
険
料
の
変
更

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

資格情報のお知らせ

　
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
、
紙
の
健
康
保
険
証
は
発
行
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現

在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
登
録
（
マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
）
の
あ
る

方
に
は
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
、マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
の
な
い
方
に
は
「
資

格
確
認
書
」
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
も
国
民
健
康
保
険
同
様
、
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
、

紙
の
健
康
保
険
証
は
発
行
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
が
、
代
替
手
段
と
し
て

発
行
し
て
き
た
「
資
格
確
認
書
」
の
発
行
が
、
令
和
８
年
７
月
末
ま
で
延
長
さ
れ

ま
し
た
。

【表】均等割額の軽減

※世帯内の被保険者と世帯主で、55 万円を超える世帯収入がある方の数と、
公的年金など収入が 125 万円（65 歳未満は 60 万円）を超える方の数（給
与所得がある方を除く）の合計

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額を合計した額 軽減割合と年額

43万円＋10万円× 
(年金・給与所得者数※－１)以下の世帯

７割軽減
13,309円/年

43万円＋(30.5万円×被保険者数)＋10万円×
(年金・給与所得者数※－１)以下の世帯

５割軽減
22,182円/年

43万円＋(56万円×被保険者数)＋10万円×
(年金・給与所得者数※－１)以下の世帯

２割軽減
35,492円/年
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
器
の
普
及
に

よ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
ま
す

ま
す
私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
子
ど

も
た
ち
も
自
分
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
ち
、
メ
ー
ル
や
調
べ
物
、
ゲ
ー

ム
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
不
適
切
サ
イ
ト
な
ど
に

ア
ク
セ
ス
し
、
犯
罪

や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も

絶
え
ま
せ
ん
。

　

進
学
や
進
級
を
き
っ
か
け
に
、
子

ど
も
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
た
せ

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
ご
家
庭
は

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
村

教
育
委
員
会
で
毎
年
６
月
頃
に
実
施

し
て
い
る
、
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
信

州
「
ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
、
ゲ
ー
ム
機
器

等
と
の
よ
り
よ
い
関
わ
り
に
向
け
た

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
、「
持
っ
て
い
る
」

と
答
え
た
小
学
生
（
３
～
６
年
生
）

は
約
17
％
（
１
％
増
）、
中
学
生
は

約
52
％
（
９
％
増
）
で
し
た
。
そ
の

�

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

�

℡
88

－

１
０
０
５

ト
フ
ォ
ン
で
子
ど
も
の
日
々
の
使
用

状
況
を
確
認
し
た
り
、
使
用
時
間
や

そ
の
時
間
帯
の
調
整
、
課
金
の
制
限

な
ど
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
子
ど
も
の
使
用
状
況
に
応
じ

て
う
ま
く
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
利
用
す
る

　

不
適
切
な
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

制
限
す
る
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。
う
っ
か
り
、
あ

る
い
は
故
意
に
危
険
な
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
し
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
く
れ
る
機
能
で
す
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
、
出
会
い
系
サ
イ

ト
や
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
、
暴
力
的
な

表
現
の
あ
る
サ
イ
ト
な
ど
を
子
ど
も

が
閲
覧
で
き
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

子
ど
も
の
年
齢
や
使
い
方
に
よ
っ
て

レ
ベ
ル
設
定
が
で
き
、
利
用
し
た
い

サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
個
別
設
定

も
で
き
ま
す
の
で
、
う
ま
く
使
っ
て

子
ど
も
の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

③
ル
ー
ル
作
り

　

家
庭
の
ル
ー
ル
を
子
ど
も
と
一
緒

に
作
り
、
成
長
と
と
も
に
少
し
ず
つ

見
直
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ル
ー
ル

作
り
は
保
護
者
の
一
方
的
な
押
し
つ

け
で
は
な
く
、
子
ど
も
と
一
緒
に

な
っ
て
利
用
目
的
や
利
用
場
所
、
時

間
帯
を
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル
を
決
め

ほ
か
、
保
護
者
と
共
有
で
使
用
し
て

い
る
子
ど
も
や
お
下
が
り
を
使
用
し

て
い
る
子
ど
も
も
多
く
い
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
は
、
家
庭
以
外
の
場
所

で
も
行
わ
れ
る
た
め
、
保
護
者
の
目

が
届
き
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。
も

し
、
子
ど
も
が
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し

た
り
、
問
題
行
動
が
あ
っ
た
り
し
た

場
合
で
も
、
保
護
者
が
把
握
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に

保
護
者
や
周
り
の
大
人
が
で
き
る
３

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

①
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

　
利
用
す
る

　

ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

は
、
子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
の
使
用
状
況
を
保
護
者
が
把
握
し

た
り
、
安
全
管
理
を
行
っ
た
り
す
る

仕
組
み
で
、
Ｏ
Ｓ
業
者
や
ア
プ
リ
開

発
事
業
者
か
ら
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど

も
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
ゲ
ー

ム
を
す
る
場
合
、
保
護
者
の
ス
マ
ー

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
子
ど

も
の
成
長
と
と
も
に
少
し
ず
つ
見
直

す
こ
と
も
必
要
で
す
。

①
～
③
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て

　

今
年
度
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
見
る
と
、「
使
用
時
間
や
使

え
る
ア
プ
リ
に
つ
い
て
、
制
限
は
あ

り
ま
す
か
」
の
質
問
に
、「
制
限
し

て
い
る
（
し
て
も
ら
っ
て
い
る
）」�

と
答
え
た
小
学
生
（
３
～
６
年
生
）

は
約
55
％
（
12
％
増
）、
中
学
生
は

約
28
％
（
１
％
増
）、「
特
に
相
談
な

く
お
家
の
人
に
制
限
さ
れ
て
い
る
」

と
答
え
た
小
学
生
は
約
13
％
（
１
％

減
）、中
学
生
は
約
８
％
（
５
％
減
）

で
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
所
有
す
る
年

齢
が
、
ま
す
ま
す
低
年
齢
化
し
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
は

大
人
で
も
だ
ま
さ
れ
や
す
く
、
子
ど

も
が
意
図
せ
ず
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
ま
せ

ん
。
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
普
段

か
ら
子
ど
も
と
話
し
合
い
、
問
題
が

な
い
か
確
認
を
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
子
ど
も
が
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
す
ぐ
に
保
護
者
に
相
談
す
る
よ

う
話
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

0

10

20

30

中学１年生 中学２年生 中学３年生

使用時間や使えるアプリについて制限は
ありますか？【中学生】

制限している（してもらっている）
相談なしで制限されている

自分で制限している
していない

10 

（人）

8 
14

 

1 1 
3 54 6

16

27

18

｢スマホやPC、ゲーム機器等
とのよりよい関わりに向けた
アンケート｣2025年

使用時間や使えるアプリについて制限は
ありますか？【小学３～６年生】

３年生 ４年生 ５年生 ６年生
制限している（してもらっている）
相談なしで制限されている

自分で制限している
していない

2 
0

10

20
（人）

19

11 

2 1 
6 

9 

14 14 

7 
4 

11 1 

7 7 

｢スマホやPC、ゲーム機器等
とのよりよい関わりに向けた
アンケート｣2025年

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う
！

７
月
は
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」
で
す

自
分
専
用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
つ
子
ど
も
は
ど
の
く
ら
い

い
る
の
？

ネ
ッ
ト
の
危
険
か
ら
子
ど
も
た
ち

を
守
る
た
め
に
で
き
る
３
つ
の
ポ

イ
ン
ト
と
は
？
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委
員
会
で
は
、
５
月
17
日

（
土
）
に
実
施
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
ま
と
め
を
中
心
に
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
参
加
す

る
委
員
も
い
る
こ
と
か
ら
、
令

和
６
年
度
の
検
討
内
容
と
令
和

７
年
度
の
推
進
計
画
に
つ
い
て

も
再
度
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
こ

と
ば
で
考
え
て
き
た
校
舎
を
形

に
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
下
記
の

よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
、
内
容
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

その機能としては、特にランチルームが求められた。

➡学校施設と地域の中間領域となる機能を学校敷地の周辺部に実現できると好ましい。そのうえで、自然や遊
びの施設を許容できる空間があると良い。

　共有空間に関しては、厳密に規定せず、村民や子どもたちが柔軟に活用方針を決めていけることも重要である。

「ごちゃまぜ学び＝交流にあふれ、賑わいがある
状態」だけではなく、静かに自分の学習に没頭で
きる空間を内包している状態を指す、ということ
が明らかになった。

➡ごちゃまぜだけではなく、探求的側面も見いだす
ことができる。対象は子どもだけでなく、先生
にとっても重要な休息場となる可能性が高い。

　教育委員会では、義務教育段階の不登校児童生徒が通う民間のフリースクールの利用料と通所費を補助します。
【補助金額】利用料：１日あたり500円（上限額１万円/月） 通所費：１／２以内（上限額７千円/月）
　補助金の交付申請を希望される方は、教育委員会総務学校係へお問い合わせください。
※広報なかがわ６月号の「おしらせ」では、在籍校で「出席扱い」となっていることを要件としていましたが、長野

県の信州型フリースクール認証制度などを参考に検討を重ね、子どもたちのより多くの居場所が確保できるよう「出
席扱い」を要件から除外しました。

　シンポジウムのワークショップを運営していただいた田中研究室の学生のみなさんからまとめを発
表していただきました。グループ共通で求められた空間・機能として、①学校施設と地域交流施設が
交わる空間、②広い空間と個人空間の混在→静かに集中できる空間の確保、③自然とつながりが持て
る学校空間の３点が示されました。

どの班からも共通して、中川村の自然をデザイン
計画に取り込みたいという意見が見られた。

➡これは、配置計画への応用が考えられる。具体
的な案としては「校舎の外なのか、中なのかと
いう曖昧な空間」、「学校のボリュームでオープ
ンスペースを挟んだ空間」、「生徒のエリアと畑
のエリアの間に縁側・屋外教室を配置したシー
ムレスな空間」の構成が見られた。

建築空間に特化して、グループ共通で求められた空間、機能

①学校施設と地域交流施設が交わる空間

②広い空間と個人空間の混在

➡  静かに集中できる空間の確保 ③自然とつながりを持てる学校空間

フリースクール利用料などの補助金制度を始めます

シンポジウムの
まとめ

田中研究室作成資料を一部抜粋

中川村 新たな学校づくりプロジェクト  その４

　令和13年度の開校を予定している小中学校を統合した義務教育学校について、基本計画策定に向けた 
検討を行う第３回中川村新たな学校づくり委員会を６月19日（木）に開催しました。

「自ら考え、判断し、行動して、人生を開拓する力を育む」
学校教育が目指す子どもの姿新たな学校の

コンセプト（構想）

委員会の様子

第３回学校づくり
委員会

記事ID：11893



№566広報7

　中川中学校では、「『働く』ことについて考え方を広げ、自分の生き方を考える機会にする」ことを目的に、 
５月27日(火) ～29日(木)の３日間、村内外28事業所で職場体験学習を実施しました。
　地域政策課むらづくり係では、28日（水）に２人の生徒が業務の体験と職場体験をしている仲間の様子などを 
取材し、「子ども広報」を作成しました。

Q．今日（５月28日）のお仕事は？
A．（２人）部屋作りと商品棚の掃除です
Q．この職場を選んだ理由は？
A．（陽愛さん）楽しそうだったから
　  （遥己さん）掃除を頑張りたいと思ったから
Q．仕事をしていて大変なことは？
A．（陽愛さん）布団のセッティング
　  （遥己さん）移動距離が多いこと
Q．やりがいを感じることは？
A．（２人）売店の商品を並び終えて、
　　完成したところを見たとき

Q．今日（５月28日）のお仕事は？
A．水道の仕組みや異常がないかの確認
Q．この職場を選んだ理由は？
A．村の水道の仕組みについて興味があったから
Q．仕事をしていて大変なことは？
A．色々な装置がたくさんあり、それを覚えること
Q．やりがいを感じることは？
A．村のみなさんにおいしい水を届けられること
働いている人にもインタビューをしました！
Q．村のみなさんに知って
　   ほしいことは？
A．毎日使う水を大切に
　  使ってほしいです！

　取材では写真を撮るのも慣れ
ない操作で大変で、編集も見や
すくまとめるのを考えるのが難
しかったです。
　大変だったけど、カメラの使
い方やなかなか知ることがない
広報の作り方を体験できて、と
ても充実した時間でした!!

　広報用の写真を撮るのがと
ても難しかったけれど、楽し
くできました。取材も実際に
働いている人のお話も聞けた
ので嬉しかったです!!
　初めてのことだらけでした
が、この仕事のやりがいや大
変さが分かりました。

子 ど も 広 報

米
よねやま

山大
ひ ろ と

翔さん（左）

久
く ぼ た

保田紗
さ と

都さん

川
かわさき

㟢陽
ひ よ り

愛さん宮
みやざき

㟢遥
は る き

己さん

米
よねやま

山夢
ゆ め か

叶さん

私たちが取材しました !!

望 岳 荘

建 設 環 境 課 水 道 係
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中
川
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

中
川
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
村
農
業
基
幹
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

中
川
村
農
業
基
幹
施
設
条
例
の
一

部
改
正
に
伴
い
、制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
村
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

中
川
村
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

第
１
・
２
号

　

両
補
正
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
総
額

を
45
億
３
，３
０
０
万
円
と
し
ま
し

た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
歳
入
》

▽
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金

�

２
，１
６
６
万
４
千
円

▽
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金

�

１
，５
０
０
万
円

▽
過
疎
対
策
事
業
債
（
ハ
ー
ド
）

�

３
，３
６
０
万
円

《
歳
出
》

▽
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
補
助
金

�

２
，０
０
０
万
円

▽
定
額
減
税
不
足
額
給
付
金

�

１
，６
８
２
万
円

▽
子
ど
も
の
生
活
支
援
強
化
事
業
補

　

助
金�

４
５
０
万
円

▽
望
岳
荘
高
圧
受
電
設
備
改
修
工
事

�

１
，０
５
０
万
２
千
円

▽
村
道
維
持
工
事

�

１
，８
８
０
万
円

　

富
永
和
夫
前
副
村
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
後
任
と
し
て
６
月
22
日
付

け
で
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

副
村
長
と
し
て
重
責
を
担
う
こ
と

に
な
り
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
19
日
（
木
）、
任
期
満
了
と

な
る
富
永
和
夫
副
村
長
の
退
任
式
が

役
場
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
集
会
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
年
間
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

宮
下
村
長
を
支
え
、
村
長
が
掲
げ

る
６
つ
の
公
約
の
実
現
に
向
け
て
、

微
力
で
す
が
精
一
杯
努
め
て
参
る
所

存
で
す
。

　

県
の
職
員
と
し
て
学
ん
だ
こ
と
や

経
験
を
踏
ま
え
、
職
員
と
力
を
合
わ

せ
て
政
策
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
村
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

条
　
例

予
　
算

副
村
長
に
丹
羽
克
寿
さ
ん
が
就
任

富
永
和
夫 

副
村
長

退 

任

８
年
間

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

　
６
月
中
川
村
議
会
定
例
会
が
６
月
10
日
（
火
）
か
ら
６
月
16
日
（
月
）
ま

で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
で
は
、
条
例
や
令
和

７
年
度
補
正
予
算
な
ど
12
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
を
紹
介
し
ま
す
。

　
６
月
16
日
（
月
）、
村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
副
村
長
の
選
任
に
つ
い

て
の
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
副
村
長
に
丹
羽
克
寿
さ
ん
（
中
通
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
６
月
22
日
（
日
）
か
ら
４
年
間
で
す
。

丹羽克寿さん  略歴
（昭和38年生まれ  62歳）

昭和62年　長野県職員採用
平成28年　長野県企画振興部地域振興課
　　　　　　  楽園信州・移住推進室長
平成30年　長野県観光部観光誘客課長
平成31年　長野県総務部秘書課長
令和元年　長野県南信州地域振興局長

就
任
あ
い
さ
つ

副
村
長　

丹
羽　
克
寿

６
月
中
川
村
議
会
定
例
会
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資
源
化
・
減
量
化
を

進
め
ま
し
ょ
う

ご
み
の
排
出
時
の
注
意
点

ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

中
川
村
の
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

ご
み
の
約
７
割
が
燃
や
せ
る
ご
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
燃
や
せ
る
ご
み
の

分
別
の
徹
底
や
出
し
方
の
工
夫
を
す

る
こ
と
で
、
全
体
の
ご
み
の
排
出
量

を
大
き
く
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
次
の
こ
と
を
意
識
し
て
、
ご
み

の
資
源
化
・
減
量
化
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

▼
資
源
化
可
能
な
紙
類
の
分
別

　

新
聞
紙
、
雑
誌
・
雑
紙
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
、
紙
パ
ッ
ク
な
ど
の
紙
類
は
燃
や

せ
る
ご
み
の
中
に
約
３
割
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
小
さ
な
メ
モ
や
お
菓
子
の

空
箱
、
紙
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
あ

る
容
器
は
、
資
源
回
収
に
出
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
中
川
村
の
令
和
６
年
度
に
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
総
排
出
量
は

約
５
９
６
ト
ン
、
１
人
１
日
あ
た
り

の
排
出
量
は
約
３
５
９
グ
ラ
ム
で
し

た
。

▼
発
火
の
お
そ
れ
の
あ
る
廃
棄
物

　

近
年
、
ご
み
収
集
車
や
ご
み
処
理

施
設
に
お
い
て
、
不
適
切
な
ご
み
の

分
別
に
よ
る
発
煙
・
発
火
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
発
火
の
お
そ
れ
が
あ
る

廃
棄
物
は
、
特
に
注
意
し
て
排
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
発
火
の
主
な
原
因
品
目

・
ス
プ
レ
ー
缶

・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

・
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池　

な
ど

　

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

は
中
身
を
使
い
切
り
、
缶
に
２
か
所

以
上
穴
を
開
け
て
、
燃
や
せ
な
い
ご

み
指
定
袋
（
青
色
）
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
購
入

店
舗
な
ど
に
相
談
い
た
だ
く
か
、
建

設
環
境
課
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
取
り
除
け

な
い
家
電
製
品
は
、
村
が
年
３
回
実

施
す
る
小
型
家
電
収
集
に
持
参
し
、

排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
収
集
車
や
ご
み
処
理
施
設
で

火
災
が
発
生
す
る
と
、
ご
み
の
収
集

や
受
入
れ
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
分
別
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
化

　

今
年
度
か
ら
「
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
を
「
資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用
収

集
袋
（
紫
色
）」
に
入
れ
て
排
出
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
は
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
プ
ラ
マ
ー
ク

は
つ
い
て
お
ら
ず
、
昨
年
度
ま
で
は

燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い

ま
し
た
。

　

資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
出
す

こ
と
が
で
き
る
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
、
次
の
４
つ
の
条
件
を
満
た
す
も

の
で
す
。

○
条
件

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
だ
け
で
で
き
て　

い
る
も
の
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素　

材
１
０
０
%
）

・
一
辺
の
長
さ
が
50�

cm
未
満
の
も
の

（
50�
cm
未
満
に
切
断
な
ど
す
れ
ば

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
）

・
素
材
の
厚
さ
が
５
mm
未
満
の
も
の

（
軽
い
力
で
つ
ぶ
れ
る
、
割
れ

る
、
曲
が
る
も
の
は
厚
さ
５
mm
以

上
で
も
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
）

・
汚
れ
が
付
着
し
て
い
な
い
も
の

▼
生
ご
み
の
減
量
化

　

生
ご
み
を
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て

出
す
場
合
は
、
し
っ
か
り
と
水
を
切

り
減
量
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　

生
ご
み
の
減
量
化
に
は
、
直
接
農

地
に
還
元
し
た
り
、
生
ご
み
処
理
機

で
堆
肥
化
し
た
り
、
各
家
庭
で
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
、
コ
ン

ポ
ス
ト
な
ど
の
購
入
に
対
し
補
助
を

設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

○
補
助
金
額

　

購
入
金
額
の
２
分
の
１
以
内

　
（
上
限
３
万
円
）

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
領
収
書
（
メ
ー
カ
ー
・
型
番
が
わ

か
る
も
の
）

・
通
帳
な
ど
振
込
口
座
が
わ
か
る
も
の

※
申
請
書
の
様
式
は
、
村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　

ご
み
を
排
出
し
て
い
た
だ
く
う
え

で
、
次
の
事
項
を
改
め
て
注
意
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

▼
長
尺
物
の
排
出

　

一
辺
の
長
さ
が
50�

cm
以
上
の
長
尺

物
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
処
理
装
置

に
絡
ま
り
、
故
障
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
燃
や
せ
る
ご
み
、
燃
や
せ
な
い

ご
み
、
資
源
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
い
ず

れ
も
、
一
辺
の
長
さ
を
50�

cm
未
満
に

切
断
し
て
か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
び
ん
の
排
出

　

び
ん
は
、
ご
み
集
積
所
の
コ
ン
テ

ナ
に
、
透
明
・
茶
色
・
そ
の
他
の
色

で
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ラ
ベ
ル
は
必

ず
は
が
し
、
紙
製
ラ
ベ
ル
も
簡
単
に

は
が
せ
る
も
の
は
ラ
ベ
ル
を
は
が
し

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

び
ん
の
口
に
残
っ
た
金
属
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
取
っ
て
か
ら
出
し
て
く

だ
さ
い
。

�

建
設
環
境
課
環
境
係

�

℡
88

－

３
０
５
１

生ごみ処理機
等の購入に対
する補助制度
記事ID：1080

ごみを正しく分
別しましょう

記事ID：1181
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①
通
知
の
発
送

　

本
籍
地
の
市
区
町
村
か
ら
住
民

票
の
情
報
を
参
考
に
作
成
さ
れ
た

通
知
書
が
戸
籍
の
筆
頭
者
に
対

し
、
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

通
知
書
は
戸
籍
単
位
の
郵
送
と

な
り
ま
す
。

　

戸
籍
内
で
同
じ
住
所
の
場
合

は
、
１
通
に
つ
き
４
人
ま
で
記
載

さ
れ
ま
す
。
戸
籍
内
で
別
住
所
の

場
合
は
、
住
所
地
ご
と
の
郵
送
と

な
り
ま
す
。

②
氏
や
名
の
振
り
仮
名
の
届
出

　

通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
氏
名
の

振
り
仮
名
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
通
知
さ
れ
た
振
り
仮
名
が
正
し

い
場
合
、
届
出
を
行
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
振
り
仮

名
が
誤
っ
て
い
る
場
合
、
次
の
方

法
で
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�

住
民
税
務
課
住
民
係

�

℡
88

－

３
０
１
８

▼
氏
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合

　

原
則
、
戸
籍
の
筆
頭
者
が
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
戸
籍
の
筆
頭
者
が
す

で
に
除
籍
さ
れ
て
い
る
場
合

（
死
亡
な
ど
）
は
、
そ
の
配
偶

者
（
配
偶
者
も
除
籍
の
場
合
は

子
）が
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
名
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合

　

誤
り
が
あ
っ
た
本
人
が
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
未
成
年
者
の
場

合
は
、
親
権
者
が
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば

本
人
が
届
出
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
届
出
方
法

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
行
う

・
市
区
町
村
の
窓
口
で
行
う

・
郵
送
で
行
う

▼
届
出
期
限

　

令
和
８
年
５
月
25
日（
月
）ま
で

　

詳
し
く
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定
の

振
り
仮
名
の
通
知
を
発
送
し
ま
す

◎
中
川
村
に
本
籍
が
あ
る
方
に

は
、
８
月
頃
発
送
予
定
で
す
。

法務省HP

戸籍の氏名に
振り仮名が
記載されます
記事ID：11621

通知書イメージ
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本との出会い 中川村図書館

だ よ り図書館
●2025年７月／第 160 号●　　中川村片桐4757　　TEL  88−1005

　

昭
和
２0
年
、
西
暦
１
９
４
５
年
８

月
の
終
戦
か
ら
８0
年
が
た
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
あ
の
日
中
戦
争
か
ら
太

平
洋
戦
争
が
あ
っ
た
当
時
を
、
直
接

知
る
人
は
数
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
中
東

情
勢
の
悪
化
、
核
兵
器
の
使
用
を
ほ

の
め
か
す
発
言
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
で

の
対
立
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
タ

レ
ン
ト
の
タ
モ
リ
さ
ん
が
「
新
し
い

戦
前
に
な
る
」
と
言
っ
た
言
葉
が
現

実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

　

今
、
８0
年
前
の
状
況
を
知
る
こ
と

は
、
今
後
の
情
勢
を
判
断
す
る
上
で

の
重
要
な
材
料
と
な
る
で
し
ょ
う
。

遠
い
過
去
の
遠
く
の
場
所
の
こ
と
で

は
な
く
、
身
近
な
中
川
村
で
起
き
た

こ
と
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
知
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

中
川
村
図
書
館
で
は
、
現
在
改
築

の
た
め
休
館
中
の
歴
史
民
俗
資
料
館

と
共
催
し
、
戦
時
中
の
貴
重
な
（
全

国
的
に
も
貴
重
）
村
内
の
資
料
・
当

時
の
服
装
・
千
人
針
な
ど
を
展
示
す

る
予
定
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
文
化
セ

ン
タ
ー
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
は
、

歴
史
民
俗
資
料
館
の
パ
ネ
ル
展
「
８0

年
前
の
８
月
１5
日
」
を
、
ま
た
、
８

月
８
日
に
は
「�

“
終
戦
の
詔

み
こ
と
の
り�

”
を

聴
く
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
図
書

館
内
で
は
、
関
連
の
書
籍
も
展
示
し

ま
す
。

　

重
い
話
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
足

を
お
運
び
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

中川村図書館・平和企画展� 中川村歴史民俗資料館�共催

　復讐はくりかえされ、
はてしなくつづいていく。
一度動きだした戦争の歯車は、
簡単にはとめられません。
だからこそ、
戦争をはじめてはいけないのです。

　『これから戦場に向かいます』
　　　　　山本 美香 著

Imagine all the people
Livin’ life in peace
You
You may say I’m a dreamer
But I’m not the only one
I hope someday you’ll join us
And the world will be as one

も
し
き
み
ら
が
戦
争
を
欲
し
な
い
な
ら
ば
、
繕
つ
く
ろえ
、
平
和
を

『
君
が
戦
争
を
欲
し
な
い
な
ら
ば
』�

高
畑�

勲�

著

（
ア
ニ
メ
「
火
垂
る
の
墓
」
の
監
督
）

☆８月５日（火）～17日（日）
※期間中、11日（月）・12日（火）は休館となります。
・『終戦から80年～中川村の兵事資料～』
 場所：中川村図書館学習室

　中川村歴史民俗資料館：主催
・『80年前の８月15日』パネル展
 場所：中川文化センター
 　　エントランスホール

☆８月８日（金）   7：00 pm ～
・『“終戦の詔”を聴く集い』
　※昭和20年8月15日にラジオから流れた終戦

の詔はどのようなものだったのか。資料館
所蔵の影像とともに聴きます。

 場所：文化センター 視聴覚室

☆７月25日（金）～８月17日（日）
・『平和企画 関連本展示』
　 「終戦（敗戦）。その後」 「平和を求める」
 場所：図書館展示コーナー

令和７年８月５日（火）～17日（日）  場所：図書館学習室

終戦から80年�～中川村の兵事資料～

『イマジン』ジョン・レノン 作詞　より
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新着おすすめ本
サイレントシンガー

小川 洋子 著  文藝春秋
　沈黙を愛し、10 本の指を駆
使した指言葉でつつましく会
話をする人々の暮らす「アカ
シアの野辺」で育ったリリカ。
やがてリリカは歌うことを覚
え、その歌声の力が、さまざ
まな人と引き合わせ…。遙か
な時間について綴った物語。

残光そこにありて
佐藤 雫 著  中央公論社

　聡明にして厳格、されど決
して優しさを失わぬ幕臣、小
栗忠順。幕末動乱期、国の存
亡に際し誰もが保身を考える
中、彼だけは 100 年先の人々
のことを想っていたー。歴史
小説の次世代を担う俊英が、
謎多き幕臣の生涯に迫る。

しふく弁当ききみみ堂
冬森 灯 著  双葉社

　“食べる手紙”のように仕
立てられたお弁当は、受け
取った人の心にやさしく寄
り添い、明日をがんばる力を
与えてくれるー。お弁当がつ
なぐ、あたたかな絆の物語。

トットあした
黒柳 徹子 著  新潮社

　向田邦子、渥美清、沢村貞
子、永六輔、久米宏、飯沢匡、
トモエ学園の小林校長、そし
て父…。黒柳徹子が大切に
受け取り、励まされてきた、
かけがえのない言葉たちで、
新たに半生を辿り直した自
叙伝。

私たちの暮らしに生かせる
　南極レシピ 

渡貫 淳子 著  家の光協会
　ごみを出さずにおいしく食
べきる ! 第 57 次南極地域観測
隊の調理隊員が、毎日のごは
ん作りに役立つ南極レシピや、
冷凍野菜、缶詰・乾物を使っ
たレシピを紹介。大根の皮や
葉など、捨てられがちな食材
の活用レシピも掲載する。

59
後
編

小
和
田
の
基
盤
整
備
事
業
の

　

    
嵩
上
げ
基
盤
と
な
る
石

中
川
村
の
名
石
・
奇
石
・
珍
石

　

小
和
田
に
運
び
込
ま
れ
て
い
る
リ

ニ
ア
ト
ン
ネ
ル
掘
削
発
生
土
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
南
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ

ル
の
小
渋
川
集
積
所
と
、
伊
那
山
地

ト
ン
ネ
ル
の
青
木
川
集
積
所
の
２
か

所
か
ら
運
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
２
か

所
の
石
の
種
類
を
調
べ
て
み
る
と
、

同
じ
変
成
岩
で
も
別
の
異
な
る
特
色

が
見
ら
れ
る
。

　

地
学
の
言
葉
で
、
付ふ

加か

体た
い

と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。
簡
単
に
い

え
ば
、
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
大
陸
プ

レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
む
と
き
に
、

海
洋
プ
レ
ー
ト
の
上
に
積
も
っ
た
堆

積
物
（
泥
や
サ
ン
ゴ
の
死
骸
な
ど
）

が
大
陸
プ
レ
ー
ト
に
削
り
取
ら
れ

て
、
そ
の
端
に
く
っ
つ
い
た
も
の
で

あ
る
。
日
本
列
島
は
ほ
ぼ
こ
の
付
加

体
で
で
き
て
お
り
、
約
２
億
年
前
に

形
成
さ
れ
は
じ
め
、
そ
の
後
、
プ

レ
ー
ト
や
海
溝
の
移
動
な
ど
に
よ
っ

て
大
陸
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
、
約
２

５
０
万
年
前
に
現
在
の
形
状
に
な
っ

た
と
さ
れ
る
。
日
本
列
島
形
成
後
も

伊
豆
多
重
衝
突
帯
の
圧
力
を
う
け
、

南
ア
ル
プ
ス
は
１
０
０
万
年
前
、
中

央
ア
ル
プ
ス
は
８0
万
年
前
頃
か
ら
活

発
に
隆
起
し
、
現
在
も
年
４
mm
程
度

隆
起
し
て
い
る
。
南
ア
ル
プ
ス
と
そ

の
周
辺
は
、
隆
起
と
崩
壊
を
繰
り
返

し
て
現
在
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
日

本
列
島
の
成
り
立
ち
と
な
る
地
層
・

岩
石
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で

あ
る
。

　

小
和
田
に
移
送
さ
れ
た
掘
削
土

は
、
南
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル
の
方
が

石
灰
岩
と
粘
板
岩
（
泥
岩
）、
伊
那

山
地
ト
ン
ネ
ル
の
ほ
う
が
蛇
紋
岩
と

緑
色
岩
と
考
え
ら
れ
る
。
南
ア
ル
プ

ス
の
山
岳
地
帯
は
た
く
さ
ん
の
地
層

が
重
な
っ
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
今

後
の
掘
削
で
ど
の
よ
う
な
岩
が
で
て

く
る
の
か
、
ま
た
、
今
後
の
小
和
田

の
造
成
工
事
に
ど
ん
な
岩
石
が
運
び

込
ま
れ
る
か
、
楽
し
み
で
も
あ
る
。

（
今
回
、
大
鹿
村
中
央
構
造
線
博
物

館
の
顧
問
講
師
・
河
本
さ
ん
に
、
地

層
や
石
の
種
類
な
ど
に
つ
い
て
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

A
B

玄武岩が変質した濃い緑色の石

泥岩が圧力をうけた石

かんらん石が地下深くで水と反応し変質した石

サンゴなどの遺
いがい

骸が堆積した石
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記
念
講
演

「
最
も
美
し
い
村
の

自
立
に
つ
い
て
」

視
察
研
修中

川
村
コ
ー
ス

　

中
川
村
が
加
盟
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の

２
０
２
５
年
度
定
期
総
会
が
６
月
25

日
（
水
）
か
ら
27
日
（
金
）
ま
で
の

３
日
間
で
伊
那
市
高
遠
町
と
中
川
村

で
共
同
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
村
で
の
開
催
は
、
当
初
２
０

２
１
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
47
加
盟
町
村
地
域
や
会

員
企
業
か
ら
約
２
０
０
人
が
一
堂
に

会
し
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た

総
会
で
は
、
長
野
県
木
曽
町
が
加
盟

区
域
を
町
全
体
か
ら
開
田
高
原
地
域

へ
変
更
す
る
こ
と
や
奈
良
県
吉
野
町

の
退
会
な
ど
５
つ
の
議
案
が
審
議
さ

れ
、
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

次
年
度
の
総
会
開
催
地
は
、
中
国

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
香
川
県
ま
ん
の
う

町
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で

は
、
美
し
い
村
の
マ
ル
シ
ェ
が
開
催

さ
れ
、
全
国
の
加
盟
町
村
地
域
の
特

産
品
が
並
び
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
伊
那
食
品
工
業

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
塚
越

英
弘
氏
を
お
招
き
し
、「
最
も
美
し

い
村
の
自
立
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

連
合
発
足
当
初
か
ら
正
会
員
企
業

と
し
て
、
連
合
・
加
盟
町
村
地
域
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

連
合
の
課
題
で
も
あ
る
「
企
業
」

が
「
町
村
」
と
ど
う
関
わ
っ
た
ら
よ

い
か
を
ご
自
身
の
経
験
も
踏
ま
え
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
期
総
会
で
は
、
伊
那
市

高
遠
町
、
大
鹿
村
、
原
村
、
中
川
村

の
４
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
６
月

27
日
（
金
）
に
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

中
川
村
コ
ー
ス
で
は
、
村
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
「
陣
馬
形
山
」、
産
官

民
で
景
観
を
守
る
「
飯
沼
の
棚
田
」

と「
米
澤
酒
造
㈱
」を
視
察
し
ま
し
た
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

２
０
２
５
年
度
定
期
総
会
を
開
催

伊那食品工業株式会社 代表取締役社長
塚越英弘氏

米澤酒造（株）

マルシェの様子

陣馬形山

集合写真

　
伊
那
食
品
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

塚
越 

英
弘 

氏
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松尾 悠人
（隊員歴１年目）

 主な業務 
農業観光の推進

山田 正利
（隊員歴１年目）

 主な業務 
再生可能エネルギー
による創電事業

宇津木佑夏
（隊員歴３年目）

 主な業務 
林業振興と里山を
生かした地域振興
など

宇
津
木
　
佑
　
夏

松
　
尾
　 

悠
　
人

山
　
田
　
正
　
利

　

最
近
は
出
張
が
多
く
、
樹
木
医
大
会
に

参
加
す
る
た
め
新
潟
に
行
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
大
会
と
講
演
会
の
翌
日
に
は
視

察
会
が
開
催
さ
れ
、
新
潟
の
樹
木
医
の

方
々
の
案
内
で
新
潟
市
や
佐
渡
市
の
巨
木

を
見
学
し
ま
し
た
。
新
潟
の
冬
は
雪
深
い

た
め
、
寒
い
場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
し
た
が
、
海
沿
い
や
低
地
に
は
暖
か

い
場
所
を
好
む
植
物
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
佐
渡
島
は
、
上
昇
気
流
に
よ
っ
て
常

に
発
生
す
る
雲
霧
の
影
響
で
湿
度
が
高

く
、
湿
っ
た
場
所
を
好
む
ス
ギ
の
巨
木
が

尾
根
部
に
も
多
く
見
ら
れ
る
場
所
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
土
地
の
成
り
立
ち
と
生
育
す
る
植

物
の
間
に
は
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係

が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
つ
つ
、
海
と
山
、

両
方
を
望
む
美
し
い
環
境
で
学
び
の
多
い

日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
が
自
ら
探
究
す
る
テ
ー
マ
を

選
ん
で
取
り
組
む
「
フ
リ
ー
ラ
ー
ニ
ン

グ
」。
中
川
中
学
校
で
も
今
年
で
３
年
目

に
な
る
そ
う
で
す
。
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
そ
の
お
手
伝
い
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

何
が
で
き
る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
登

録
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

説
明
会
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
事

前
研
修
に
は
参
加
し
た
の
で
す
が
、
６
月

19
日
の
初
日
は
、
会
議
日
程
と
重
な
っ
て

し
ま
っ
た
た
め
不
参
加
。
こ
の
原
稿
を
書

い
て
い
る
時
点
で
は
、
ま
だ
一
度
も
参
加

を
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
自
己
紹
介
シ
ー
ト

に
は
「
電
気
の
作
り
方
と
使
い
方
を
考
え

た
い
」
と
書
き
ま
し
た
が
、
今
後
の
方
針

も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
広
報
が
お

手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
何
か
し
ら
の
お

手
伝
い
が
で
き
て
い
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

梅
雨
の
期
間
は
毎
年
年
末
に
実
際
の

デ
ー
タ
か
ら
修
正
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
今

年
は
雨
が
少
な
か
っ
た
の
で
大
幅
に
修
正

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
卒
隊
後
は
農
家
民
宿
を
や
り
た

い
な
と
思
い
、
こ
こ
１
か
月
ほ
ど
村
内
の

空
き
家
を
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
今
回
と
次

回
は
茅か

や

葺ぶ

き
屋
根
の
お
話
を
少
し
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
や
る
前
に
茅
葺

き
職
人
の
下
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
た
時

期
が
あ
り
ま
し
た
。
茅
葺
き
屋
根
は
30
年

に
１
回
程
度
葺
き
替
え
る
必
要
が
あ
り
、

か
か
る
金
額
は
数
百
万
円
か
ら
大
き
い
物

だ
と
１
，０
０
０
万
円
を
超
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
現
代
の
結
婚
し
て
家
を
建
て

る
の
と
同
じ
感
覚
で
、
昔
は
家
を
継
い
だ

ら
屋
根
を
葺
き
替
え
て
い
た
そ
う
で
す
ね
。

　

そ
し
て
、
近
年
も
う
一
つ
問
題
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ま

た
次
回
。

太陽光パネルと電気ポット

田植えのお手伝いを
させていただきました！

多雪地帯に適応したオオバクロモジ(左)と
信州で見られるクロモジ(右)が混生し、

興奮しました。
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６
月
15
日
（
日
）
午
後
、
村
内
に

お
け
る
倒
木
に
よ
り
村
内
の
広
範
囲

で
停
電
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
停

電
に
あ
た
り
、
役
場
庁
舎
非
常
用
発

電
機
の
不
具
合
に
よ
り
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
一
部
サ
ー
ビ
ス
が
一
時
的

に
利
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
不

便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
大
変
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
津
波
警
報
、
津
波
警
報
、
津
波

注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
時
は
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
や
携
帯
電
話
の
緊
急
速

報
メ
ー
ル
、
サ
イ
レ
ン
や
鐘
な
ど
の

ほ
か
、
海
水
浴
場
な
ど
で
は
赤
と
白

の
格
子
模
様
の
旗
「
津
波
フ
ラ
ッ

グ
」
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

海
水
浴
場
や
海
岸
付
近
で
「
津
波

フ
ラ
ッ
グ
」
を
見
か
け
た
時
は
、
高

台
、
津
波
避
難
ビ
ル
や
津
波
避
難
場

所
へ
速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

に
関
す
る
問
題
、
心
配
ご
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時

　

令
和
７
年
８
月
７
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

　

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー　

小
会
議
室

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

�

伊
那
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

�

（
長
野
地
方
法
務
局
伊
那
支
局
）

�

℡
7８

－

３
４
６
２

　

今
年
も
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日

ま
で
の
「
緑
化
推
進
特
別
強
調
月

間
」
中
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
村
内
で
総
額
２
８
２
，

８
１
５
円
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
の
募
金
は
「
長
野
県
緑
の
基

金
」
に
納
め
ら
れ
、
県
の
広
報
活
動

費
・
資
材
費
を
差
し
引
い
た
額
が
村

へ
交
付
さ
れ
ま
す
。
村
で
は
、
こ
の

交
付
金
を
緑
化
木
の
配
布
や
緑
の
少

年
団
育
成
な
ど
に
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

地
区
内
で
の
情
報
発
信
や
情
報
共

有
の
効
率
化
・
迅
速
化
を
目
的
と
し

た
「
電
子
回
覧
板
」
の
導
入
に
あ
た

り
、
村
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

の
メ
ニ
ュ
ー
変
更
を
行
い
ま
す
。

▼
メ
ニ
ュ
ー
変
更
日
（
予
定
）

　

令
和
７
年
９
月
１
日
（
月
）

�

「
電
子
回
覧
板
」
お
よ
び
「
村
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
メ
ニ
ュ
ー
変

更
」
の
詳
し
い
内
容
は
、
広
報
な
か

が
わ
８
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

家
族
間
の
問
題
、
近
隣
ト
ラ
ブ

ル
、
高
齢
者
・
子
ど
も
の
問
題
、
金

銭
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
な
ど
の
人
権

　

上
伊
那
広
域
連
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
八
乙
女
（
不
燃
ご
み
・
粗
大
ご

み
処
理
施
設
）
は
、
平
成
３
年
の
稼

働
開
始
か
ら
30
年
余
り
経
過
し
、
施

設
や
機
器
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

今
後
の
不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
の

処
理
や
資
源
物
の
処
理
を
安
定
的
に

行
う
た
め
、
施
設
の
基
幹
改
良
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
は
、
令
和
８
年
（
２
０

２
６
年
）
３
月
ま
で
で
す
。

　

工
事
期
間
中
、
施
設
に
お
け
る
ご

み
の
受
入
れ
を
一
時
中
止
し
ま
す
。

▼
ご
み
受
入
れ
休
止
期
間

　

令
和
７
年
９
月
、
11
月
、
令
和
８

年
２
月
の
各
月
１
日
か
ら
末
日
ま
で

▼
受
入
れ
休
止
対
象
品
目

・
燃
や
せ
な
い
ご
み
（
青
色
）

・
粗
大
ご
み

・
資
源
物
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
び
ん

　

類
、
缶
類
）

　

受
入
れ
休
止
期
間
中
は
、
ご
み
の

搬
入
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
み
を
直
接
搬
入
さ
れ
る
予
定
の

あ
る
方
は
、
受
入
れ
休
止
期
間
の
前

後
に
搬
入
を
行
う
な
ど
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

�

上
伊
那
広
域
連
合

�

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
八
乙
女

�

℡
79

－

８
７
７
３

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
八
乙
女
の
ご

み
受
入
れ
休
止
期
間
中
は
、
村
に
よ

る
燃
や
せ
な
い
ご
み
指
定
袋
（
青

色
）、び
ん
の
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
８
月
か
ら
来
年
３

月
ま
で
の
間
、
村
の
行
う
ご
み
収
集

日
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
の
で
、
お

間
違
え
な
い
よ
う
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
は
広
報
折
込
の

「
く
ら
し
の
情
報
」、
村
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

�

建
設
環
境
課
環
境
係

�

℡
８８

－

３
０
５
１

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
八
乙
女

施
設
老
朽
化
に
伴
う
基
幹
改
良
工
事
の
た
め

ご
み
の
受
入
れ
を
一
時
休
止
し
ま
す

ご
み
収
集
日
が

変
更
に
な
り
ま
す

緑
の
募
金
活
動
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

℡
８８

－

３
０
４
２

人
権
特
設
相
談
所
を

 

開
設
し
ま
す

住
民
税
務
課
住
民
係

℡
８８

－

３
０
１
８

村
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

メ
ニ
ュ
ー
を
一
部
変
更
し
ま
す

地
域
政
策
課
Ｄ
Ｘ
推
進
係

℡
８８

－

３
０
１
７

「
津
波
フ
ラ
ッ
グ
」
は

避
難
の
合
図
で
す

総
務
課
危
機
管
理
係

℡
８８

－

３
０
１
６

停
電
発
生
に
伴
う

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
不
通
に
つ
い
て

総
務
課
総
務
係

℡
８８

－

３
０
１
６

ごみカレンダー
記事ID：1082

クリーンセンター
八乙女 HP

気象庁
ホームページ



2025（R7）.７. １５ 16

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退

共
）
制
度
は
、
事
業
主
の
相
互
共
済

の
仕
組
み
と
国
の
援
助
に
よ
っ
て
退

職
金
制
度
を
確
立
し
、
中
小
企
業
の

従
業
員
の
福
祉
の
増
進
と
雇
用
の
安

定
を
図
り
、
中
小
企
業
の
振
興
と
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

▼
制
度
の
特
色

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

　
（
一
部
対
象
外
あ
り
）

・
掛
金
月
額
を
16
種
類
か
ら
選
択
可
能

・
管
理
が
簡
単

・
掛
金
は
非
課
税

・
短
時
間
労
働
者
も
低
い
掛
金
で
加

　

入
可
能

・
加
入
前
の
過
去
勤
務
期
間
や
転
職

　

し
た
場
合
に
引
継
ぎ
が
可
能

　

詳
し
く
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
事
業
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

移
動
採
血
車
に
よ
る
献
血
を
行
い

ま
す
。
献
血
で
集
め
ら
れ
た
血
液
に

は
使
用
期
限
が
あ
り
、
定
期
的
な
補

充
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
尊

い
命
を
救
う
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、当
日
は
食
事
・
水
分
を
と
っ

て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

令
和
７
年
７
月
31
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所

　

役
場
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

▼
献
血
で
き
る
方

・
男
性
：
17
歳
～
69
歳

・
女
性
：
18
歳
～
69
歳

・
体
重
：
男
女
と
も
50�

kg
以
上

▼
献
血
で
き
な
い
方

・
３
日
以
内
に
出
血
を
伴
う
歯
科
医

　

療
を
受
け
た
方

・
４
週
間
以
内
に
海
外
か
ら
帰
国
し

　

た
方

・
１
か
月
以
内
に
ピ
ア
ス
の
穴
を
開

　

け
た
方

・
輸
血
や
臓
器
移
植
を
受
け
た
方

�
な
ど

　
「
中
川
未
来
塾
」
と
は
、
村
が
開

設
し
て
い
る
学
習
支
援
教
室
で
す
。

中
学
生
を
対
象
に
週
１
回
放
課
後
の

時
間
と
夏
休
み
や
冬
休
み
、
春
休
み

の
長
期
休
暇
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
生
を
対
象
に
夏
休
み
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

【
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
】

　

毎
年
夏
休
み
の
中
川
未
来
塾
へ

は
、
多
く
の
児
童
生
徒
の
参
加
が
あ

り
、
学
習
支
援
を
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。
高
校
生
や
大
学
生
も

大
歓
迎
で
す
。

　

今
年
度
の
夏
休
み
の
中
川
未
来
塾

の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
小
学
校 

（
午
前
中
１
時
間
程
度
）

　

７
月
29
日（
火
）、���

30
日（
水
）、

　
　
　

31
日（
木
）

▼
中
学
校 

（
午
後
３
時
間
程
度
）

　

８
月
４
日（
月
）�

～
７
日（
木
）

　
　
　

21
日（
木
）、���

22
日（
金
）、

　
　
　

25
日（
月
）

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
教
育
委

員
会
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

６
月
９
日
か
ら
13
日
に
実
施
し
た

健
康
診
査
結
果
の
個
別
説
明
会
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。

▼
実
施
日

　

７
月
30
日（
水
）～
８
月
８
日（
金
）

※
土
・
日
曜
日
除
く

▼
会
場

　

地
区
集
会
所
な
ど

※
居
住
地
区
以
外
の
集
会
所
へ
の
参

　

加
も
可
能
で
す
。
そ
の
際
、
事
前

　

連
絡
は
不
要
で
す
。

▼
持
ち
物

・
過
去
に
受
け
た
健
診
結
果
（
医
療

　

機
関
受
診
中
の
方
は
医
療
機
関
の

　

検
査
結
果
）

・
血
圧
記
録
手
帳
、
糖
尿
病
連
携
手

　

帳
（
治
療
中
の
方
）

・
お
薬
手
帳
ま
た
は
薬
の
説
明
書　

　
（
お
薬
を
飲
ん
で
い
る
方
）

・
老
眼
鏡
な
ど
（
必
要
な
方
）

・
マ
ス
ク
（
感
染
予
防
の
た
め
、
ご

　

協
力
く
だ
さ
い
）

▼
そ
の
ほ
か

　

い
ず
れ
の
実
施
日
に
も
出
席
で
き

な
い
場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
今
月
号
の
折
込
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

令
和
７
年
８
月
27
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
４
時

▼
会
場

　

飯
島
町
文
化
館

▼
対
象
者

　

60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

▼
定
員　

15
名

▼
講
習
料　

無
料

▼
持
ち
物

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
筆
記
用
具

▼
募
集
期
間

　

７
月
１
日（
火
）～
８
月
８
日（
金
）

▼
申
込
方
法

�

「
参
加
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
駒
ヶ
根
伊
南
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済

 
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

℡
96

－

０
６
５
８

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

保
健
セ
ン
タ
ー

℡
88

－

３
０
０
２

中
川
未
来
塾
学
習
支
援
員
を

募
集
し
ま
す

教
育
委
員
会
総
務
学
校
係

℡
88

－

１
０
０
５

健
診
結
果
の
説
明
会
を

 

実
施
し
ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー

℡
88

－

３
０
０
２

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
術
講
習

 

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

駒
ヶ
根
伊
南
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
83

－

８
１
８
４

講習会の
お知らせ

中小企業
退職金共済事業

本部HP
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大
切
な
人
を
突
然
失
っ
た
と
い
う

つ
ら
く
苦
し
い
気
持
ち
を
語
り
合

い
、
身
近
な
地
域
で
分
か
ち
合
い
、

支
え
合
っ
て
い
け
る
よ
う
、
伊
那
あ

す
な
ろ
の
会
（
南
信
地
域
自
死
遺
族

交
流
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

令
和
７
年
８
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　

11
月
15
日
（
土
）

　

令
和
８
年
２
月
14
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場
所　

伊
那
市
内

▼
費
用　

無
料

▼
対
象
者

　

家
族
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方

※
対
象
者
以
外
の
方
の
参
加
は
お
断

　

り
し
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
公
的
年
金

制
度
の
周
知
・
啓
発
活
動
の
一
環
と

し
て
、「
わ
た
し
と
年
金
」
を
テ
ー

マ
に
、
ご
自
身
や
ご
家
族
と
の
公
的

年
金
と
の
関
わ
り
や
公
的
年
金
に
つ

い
て
の
考
え
な
ど
に
関
す
る
エ
ッ
セ

イ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

中
学
生
以
上
の
方

▼
応
募
作
品

　

１
，０
０
０
文
字
か
ら
２
，０
０
０

文
字
以
内

　

氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
番
号
・
職
業
ま
た
は
所
属
（
会

社
名
、
学
校
名
な
ど
）
を
明
記

▼
応
募
締
切

　

令
和
７
年
９
月
８
日
（
月
）

　

消
印
有
効

▼
提
出
先

　

〒
１
６
８

－

８
５
０
５

　
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
３

－

５

－

24

　

日
本
年
金
機
構
事
業
推
進
統
括
部

管
理
・
市
区
町
村
調
整
グ
ル
ー
プ
わ

た
し
と
年
金
担
当　

宛

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

き
る
県
内
高
齢
者
の
文
化
・
芸
術
と

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
。

　

今
年
度
の
シ
ニ
ア
作
品
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
応
募
資
格

　

60
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

▼
展
示
期
間

　

11
月
７
日
（
金
）・
８
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
展
示
場
所

　

木
曽
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
木
曽
町
福
島
５
１
２
９
）

▼
部
門

　

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
手
工
芸
・

書
・
写
真

▼
出
品
料

　

無
料（
運
送
料
は
出
品
者
が
負
担
）

▼
申
込
期
間

　

７
月
１
日（
火
）～
８
月
20
日（
水
）

※
募
集
案
内
、
出
品
票
は
保
健
福
祉

　

課
福
祉
相
談
係
に
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
（
公
財
）
長
野
県
長
寿

社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
明
る

く
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
高
齢
者
を
中
心
に
文
化
・
芸

術
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
競
技
な
ど
を
通

じ
て
、
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を

増
進
し
、
社
会
参
加
に
対
す
る
理
解

と
幅
広
い
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

　

毎
年
、
お
も
ち
ゃ
花
火
の
誤
っ
た

使
用
方
法
に
よ
る
火
災
、
負
傷
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
。

　

お
も
ち
ゃ
花
火
を
取
り
扱
う
際

は
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安

全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本

煙
火
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
、
無
料
電
話

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

令
和
７
年
８
月
30
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
９
時

▼
電
話
番
号

　

０
１
２
０

－

５
６
７

－

３
０
１

※
当
日
の
み
の
専
用
番
号
で
す
。

▼
相
談
例

・
養
育
費
が
急
に
支
払
わ
れ
な
く

な
っ
た

・
養
育
費
を
増
額
（
ま
た
は
減
額
）

し
て
欲
し
い　

な
ど

　

わ
が
国
で
は
、
未
婚
や
離
婚
に
よ

る
母
子
世
帯
の
う
ち
、
子
ど
も
の
養

育
費
の
取
り
決
め
を
し
て
い
る
世
帯

は
半
数
に
も
満
た
ず
、
取
り
決
め
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
多
く
の
世
帯
に

お
い
て
そ
の
と
お
り
に
支
払
わ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問
題
と
な

る
な
か
、
養
育
費
の
取
り
決
め
や
支

払
い
に
関
す
る
積
極
的
な
法
的
支
援

　
　

桐　

結ゆ

つ

き
月
葵
く
ん
（
中　

組
）

�

（
和
貴
・
真
綾
さ
ん
）

　

川
手　

梨り

こ瑚
ち
ゃ
ん
（
葛　

北
）

�

（
隆
広
・
茉
季
さ
ん
）

　
　

桐　

京
子
さ
ん　
　
（
渡　

場
）

　
　
　
　
　
　
（
93
歳
）

　

富
永　

弥
八
さ
ん　
　
（
柳　

沢
）

　
　
　
　
　
　
（
95
歳
）

　

丹
羽　

一
彦
さ
ん　
　
（
中　

通
）

　
　
　
　
　
　
（
94
歳
）

　

米
澤　

篤
子
さ
ん　
　
（
上
前
沢
）

　
　
　
　
　
　
（
91
歳
）

　

長
尾　

幸
子
さ
ん　
　
（
田　

島
）

　
　
　
　
　
　
（
95
歳
）

伊
那
あ
す
な
ろ
の
会
を

              

開
催
し
ま
す

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

℡
76

－

６
８
３
７

「
わ
た
し
と
年
金
」

  

エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す

日
本
年
金
機
構
わ
た
し
と
年
金
担
当

℡
03

－

５
３
４
４

－

１
１
０
０

２
０
２
５
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

の
作
品
を
募
集
し
ま
す

２
０
２
５
信
州
ね
ん
り
ん
ピッ
ク

�

実
行
委
員
会
事
務
局

℡
０
２
６

－

２
２
６

－
３
７
４
１

お
も
ち
ゃ
花
火
は
ル
ー
ル
を

守
っ
て
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う

公
益
社
団
法
人
日
本
煙
火
協
会

℡
0３

－

５
６
５
２

－

７
８
５
５

子
ど
も
の
た
め
の

養
育
費
電
話
相
談
会
を

実
施
し
ま
す

長
野
県
司
法
書
士
会

℡
０
２
６

－

２
３
２

－

７
４
９
２

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

公益社団法人
日本煙火協会

HP

令和７年度
わたしと年金
エッセイ募集

２０２５信州
ねんりんピック
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6/12(木)　�Polimill(株)と地域のDX等に関する
包括連携協定を締結　

5/27(火)　全国大会出場選手を激励！

　行政サポート生成 AI と、誰でも安心して簡単にまちづくりに参
加できる SNS を開発・運営・提供する ICT スタートアップ企業の
Polimill（ポリミル）株式会社と、「地域のＤＸ等に関する包括連携
協定」を締結しました。
　村では、この協定によって、生成 AI やデータに基づくエビデン
スと、SNS などによる民意を調和させながら、自治体業務の効率化
と住民サービスのさらなる向上および地域の活性化を目指します。

お問い合わせ先
満蒙開拓平和記念館

（長野県下伊那郡阿智村駒場 711-10）
TEL：0265-43-5580
( 午前９時 30 分～午後４時 30 分 )

調べてみよう！地域のこと、満州のこと

夏休み子どもWEEKEND
７月 26 日（土）、27 日（日）
８月 ２日（土）、 ３日（日）
　　16 日（土）、17 日（日）
午前 11 時～と午後２時～の
計１日２回（所要時間：約 60 分）

日
　
時

・「知る」
　マンモウカイタクって何だろう？
・「見る」
　子ども向け館内展示ガイド
・「体験する」
　調べ学習や切り絵体験

内
　
容

　武井みなみさん ( 南原 ) は４月 19 日（土）に開催された第 38 回全国ラージボー
ル大会長野県予選混合ダブルス 80 の部で見事優勝し、６月 27 日（金）から兵
庫県で開催された第 38 回全国ラージボール卓球大会への出場を手にしました。
全国大会ではリーグ戦を１位で突破し、ベスト８という結果を残されました。
　武井さんの今後の活躍にも期待がかかります。

むらのできごと

　

元
長
野
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

の
北
島
靖
生
さ
ん
（
渡
場
）
が
旭
日
双

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
島
さ
ん
は
、
平
成
24
年
12
月
か
ら

３
期
12
年
に
わ
た
り
、
長
野
県
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
を
担
わ
れ
、
特
に
令
和

２
年
か
ら
４
年
間
、
委
員
長
と
し
て
選

挙
の
的
確
な
管
理
執
行
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

任
期
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
中
の
療
養
者
の
投
票
機
会
の

確
保
、
ま
た
18
歳
選
挙
権
年
齢
引
下
げ

に
伴
う
主
権
者
教
育
の
推
進
や
市
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
へ
の
助
言
、
研
修
会

の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
公
平
で
適
正

な
選
挙
の
実
施
を
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

北
島
靖
生
さ
ん
が

旭
日
双
光
章
を
受
章

戦後
80年

ポリミル伊藤あやめCOO（最高執行責任者）（中央）
谷口野乃花COO（右）

大会の様子（奥左側）

満蒙開拓平和記念館HP



今月は 片桐保育園
「さくら組」のみんなです

№566広報19

vol.165

【利用時間】　月・火・木・金曜日：  9：30～16：00
　　　　　　土・日曜日・祝日：10：30～15：30

【閉 所 日】　毎週水曜日

vol.166

お知らせ （バンビーニの8月 の予定）

いきもの大好き！お絵描き大好き！水遊び大好き！
げんきななかがわっこです

つどいの広場バンビーニ
Tel･Fax 88-3201

・出張子育て相談　（こども家庭センターの職員が来ます）
　　  4日（月） 10:00 ～ 11:30
・就業相談　予約制　＊お子さん連れでも相談できます。
　　  4日（月） 10:00 ～ 16:00
・おしゃべり会『パパもひろばに集まれ！』　予約制
　　24日（日） 10:45 ～ 11:45
・ファミサポ交流会　予約制
　　29日（金） 14:00 ～
・作業療法士さんに聞いてみよう　予約もできます
　　  8日（金） 10:30 ～ 12:30
　　23日（土） 11:00 ～ 13:00

※急きょ変更になるかもしれませんので、「バンビーニGoogle
カレンダー」または「中川村公式LINE」でもご確認ください。

　5 組 10 人が参加。講師の京沢美奈子さん（駒ヶ根市）
から、お子さんをモデルに実際に切るところを見せても
らいながら、家でのカットのコツなどを教えていただき
ました。

さくら組（年中）男の子11人　女の子８人　計19人

6 月 19日（木）
キッズ・ヘアカット講習会
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w
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a.nagano.jp/
〔

Ｅ
メ

ー
ル

〕info@
vill.nagano-nakagaw

a.lg.jp
■

編
集

　
広

報
編

集
委

員
会

　
　

■
印

刷
　

龍
共

印
刷

株
式

会
社

２
０
２
５
年

（
令
和
７
年
）

⑦

再生紙を使用
しております

中川村の人口 【７月１日現在】
（　）内は対前月

人口 男 女 世帯数
4,582人（−5） 2,198人（−2） 2,384人（−3） 1,723世帯（−4）

緊急情報等配信サービス
村・学校からのお知らせや
緊急情報等をメールで受け
取ることができます。

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

LINEで情報を配信
村からのお知らせや緊急情
報等をLINEで受け取ること
ができます。

へ未来 なかがわ vol.82
― 高校生活はどうですか？
　初めは新しい環境で心配や不安もありま
したが、今では秘密を打ち明けられるよう
な友人もでき、とても楽しく充実した毎日
を過ごしています!!
― 今頑張っていることはなんですか？
　クラブ活動です。私はバドミントンクラ
ブに所属し、次の大会に向けてクラブ内で
ランキングをつけたり、強化したいところ
の練習に励んでいます！
― 中川村の好きなところは何ですか？
　地域全体が明るくて仲も良く、みんな自
分からあいさつをしてくれるところです。
登校中にあいさつをすると必ず返ってくる
ので、朝から気分が上がります！
― 10年後どうなっていたいですか？
　小学生のころから美容師になるのが夢
で、10年後にはその夢を叶えて、一人前の
美容師として活躍していたいです！
― 中川村の未来に一言お願いします！
　自然が豊かで、人と人とのつながりがあ
たたかい中川村が好きです。そんな魅力が
これからも続き、多くの人に伝わっていく
といいなと思います。

　６月13日(金)に東小学校で音楽会が行われました。
　各学年、この日に向けて練習してきた成果を合唱や合奏で披露し
ました。どの学年も全員の気持ちが１つになった歌声や音色が響き
わたりました。
　元気いっぱいの合唱や迫力満点の演奏には、発表が終わるたびに
来賓や保護者、地域の方々など多くの観客から、温かく大きな拍手が
送られました。
　写真は、６月20日(金)に行われた西小学校音楽会の写真です。

東小学校・西小学校で音楽会が行われました

クラブ後に（左から２番目）

３年生の引退試合で（上段右から２番目）

１年生  歌と鍵盤ハーモニカ
「みんなでたんけんにいこう！」

５年生  合奏
「残酷な天使のテーゼ」

４年生  二部合唱
「ハッピーマジック」

●  林
はやし

　莉
り お

緒 さん（南田島）
飯田女子高等学校 ２年（16歳）



8月 ●行政相談� 総務課　℡88-3016
　〔日時〕８月27日（水）�午前９時～11時
　〔場所〕文化センター小会議室
● 子育て相談� こども家庭センター　℡88-3150
　〔日時〕平日　午前８時30分～午後５時15分
　〔場所〕こども家庭センター
●結婚相談(要予約)�
� 中川村結婚相談所　℡080-7073-1438
　〔日時〕平日　午前９時～午後５時
　　　　�８月５日（火）・19日（火）��午後６時～８時
　〔場所〕基幹集落センター
●介護相談� 地域包括支援センター　℡88－6177
　〔日時〕平日　午前８時30分～午後５時
　〔場所〕地域包括支援センター
●ケアラーズカフェ (要予約)
� 地域包括支援センター　℡88－6177
　〔場所〕Cafe�Oak（カフェオーク）
●心の相談(要予約) � 保健センター　℡88－3002
　〔日時〕８月14日（木）�午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター
●教育相談� 教育委員会　℡88－1005
　毎週水曜日〔場所〕文化センター
●健康相談� 保健センター　℡88－3002
　〔日時〕平日　午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター

相談あれこれ

●４・ 10か月児健診
　〔日時〕８月７日(木)� 午後1時～
●７・ 12か月児育児相談
　〔日時〕８月７日(木)� 午前９時30分～
●３歳児健診
　〔日時〕８月21日(木)� 午後１時～
●視力・尿検査（３歳児）
　〔日時〕８月28日(木)� 午前９時30分～

以上、会場はすべて葛島区民会館です。
●特定健診・若年者健診・後期高齢者健診 結果説明会
　〔日時〕７月30日～８月６日（土・日曜日除く)

会場は基幹集落センター・各地区集会所です。
●結核検診
　〔日時〕8月７日(木）～ 8月８日（金）
　　　　時間は結核検診受診票参照
　〔場所〕基幹集落センター
●肺がんレントゲン検診
　〔日時〕8月８日（金）� 午後１時～ 3時30分
　〔場所〕基幹集落センター

保健センター　℡88－3002

８月の保健衛生ごよみ

☆放送時間（１日６回）
６時30分～　８時30分～　12時30分～　19時～　21時～　23時～
※番組の切り替えは水曜日の19時です。
※都合により番組が変更になることがあります。

防災無線の聞きなおしができます 電話番号 0265－88－4221　ご自宅の電話や携帯電話からおかけください。

デジタル活用支援として、スマートフォンの基本的な使い方を放送しています。

６日～ 13日～ 20日～ 27日～ 中川村のできごと
チャンネルなかがわ（11ch）８月の番組予定

24日（日）�午前10時～正午� 住民係��℡�88-3018
役場で写真を撮って、カードの申請やカードの受け取りが
できます。ぜひご利用ください。

８月マイナンバーカード時間外申請受付・交付日

８月の当番医
３日 (日) まつむら小児科医院 駒ヶ根市 ℡81-4700
10日 (日) 中 谷 内 科 医 院 駒ヶ根市 ℡81-1377
11日 (月) 木 下 医 院 駒ヶ根市 ℡82-3712
14日 (木) 秋 城 医 院 駒ヶ根市 ℡83-2805
15日 (金) おはようクリニック 駒ヶ根市 ℡83-6103
16日 (土) やまおか耳鼻咽喉科 駒ヶ根市 ℡82-4133
17日 (日) こまちや東内科クリニック 駒ヶ根市 ℡81-7780
24日 (日) よこやま耳鼻咽喉科医院 駒ヶ根市 ℡81-0185
31日 (日) 片 桐 診 療 所 中 川 村 ℡88-2512

税・料金の納期限

※
台
所
な
ど
に
掲
示
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

住 民 税
第２期

９月１日(月)

後期高齢者医療保険料
国 保 税

第３期
介 護 保 険 料
保 育 料

８月分
村 営 住 宅 料
水 道 料
下 水 道 料

８月のごみ収集カレンダー
日 曜日 南向地区 片桐地区

1 金 可燃ごみ（赤）

2 土

3 日

4 月 缶（コンテナ） 可燃ごみ（赤）

5 火 可燃ごみ（赤） 缶（コンテナ）

6 水 資源プラ（紫）【全村】

7 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）

8 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）

9 土

10 日

11 月 可燃ごみ（赤）

12 火 可燃ごみ（赤）

13 水 資源プラ（紫）とペットボトル【全村】

14 木 可燃ごみ（赤）

15 金 可燃ごみ（赤）

16 土

17 日

18 月 可燃ごみ（赤）

19 火 可燃ごみ（赤） びん（コンテナ）

20 水 資源プラ（紫）【全村】

21 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）

22 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）

23 土 資源回収

24 日

25 月 びん（コンテナ） 可燃ごみ（赤）

26 火 可燃ごみ（赤）

27 水 資源プラ（紫）とペットボトル【全村】

28 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）

29 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）

30 土

31 日


